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⾃⼰紹介：⼭﨑翔平（やまさき しょうへい）

所属
▶ 東京⼤学⼤学院経済学研究科博⼠課程
▶ ⽇本学術振興会特別研究員 DC1

専攻
▶ ⽇本経済史／教育経済学
▶ そろそろ⼈⽂情報学と⼊れてもよい？

研究
▶ 近代⽇本における⼈的資本形成

▶ 学校制度の導⼊は⽇本の経済発展にどのような役割を果たしたのか
▶ 歴史統計データを使⽤した計量分析による実証（数量経済史）
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大学院生を中心とした
デジタル・ヒストリーの取り組み

Tokyo Digital History

1



Tokyo Digital History

❏ 史学系院生を中心に、アーキビスト・エンジニアと協働してDigital Historyを実践し、

　　Digital Historyの方法論（研究・教育）を模索するコミュニティ (2017.9〜)

　　（※日本史2人・東洋史1人・西洋史6人；アーキビスト2人；エンジニア2人；教員1人）

❏ オンライン史資料を活用する際の留意点を歴史家の間で議論し、共有する

❏ メンバーひとりひとりが自分のプロジェクトを進め、多分野的な活動を展開

❏ Python、TEIを基礎スキルとしながら、個々の能力を掛け合わせ、グループで成果を生み出す

　　→活用可能な技術の範囲を広げ、
　　テンポ良く、着実に成果を生み出す（※業績一覧も参照）
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https://historiansworkshop.org/2018/07/09/tokyo-digital-history-%E6%A5%AD%E7%B8%BE%E4%B8%80%E8%A6%A7/


活動成果と関連動向

開催報告@東大機関リポジトリ

学生奨励賞を受賞
第117回

人文科学とコンピュータ研究会

4月にシンポジウム開催

5月19日の日経新聞に紹介記事掲載

シンポジウムの発表を発展させて
国際学会でのパネル報告

ウェブマガジン
『人文情報学月報』での

連載開始
（2018年5月号～）

関西デジタル・ヒストリー
研究会も菊池信彦氏が企画中
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http://www.jinmoncom.jp/index.php?%E4%BA%BA%E6%96%87%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%81%A8%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A%20%E5%A5%A8%E5%8A%B1%E8%B3%9E
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO30685550Y8A510C1BC8000/
https://www.dhii.jp/DHM/
http://hdl.handle.net/2261/00074493
http://www.jinmoncom.jp/index.php?%E4%BA%BA%E6%96%87%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%81%A8%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E7%A0%94%E7%A9%B6%E4%BC%9A%20%E5%A5%A8%E5%8A%B1%E8%B3%9E
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提携組織・プロジェクト

石見銀山
世界遺産センター

5

https://nakamura196.github.io/vis/dynamicData.html


後援
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平均就学年数（Average Years of Schooling）
教育の普及度を測る指数

▶ ある社会における⼈々が平均して何年の学校教育を受けているか
▶ 各年・各コホートにおける就学者数を積み重ねることで推計

加⼯可能性に富む
▶ 男⼥別に
▶ 教育段階別に（初等、中等、⾼等教育）
▶ 教育種別に（普通教育、実業教育）

Barro and Lee (2013)のデータセットが有名
▶ 各国について第⼆次⼤戦後から 5年おきに推計
▶ http://www.barrolee.com/
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近代⽇本における府県別平均就学年数の推計

史料：⽂部省年報（第 1巻〜第 63巻）
▶ 複線型と呼ばれる複雑な教育体系を整理
▶ 各年・各学校の府県別に就学者数をひたすら⼊⼒
▶ 県境が現在と異なる時期については郡の⼈⼝情報で補正

府県別⼈⼝情報（別に推計）を使⽤して以下の式により推計

AYSi,t =
Σt−5

s=1873Ei,s
Li,t

▶ ここで、AYSi,tは t年における i県の平均就学年数、Ei,sは s年にお
ける i県の就学者数、Li,tは t年における i県の⼈⼝

今のところ初等普通教育（尋常⼩学校・⾼等⼩学校）について推計
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府県別平均就学年数

Figure: Painted maps of average years of schooling by prefecture
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使⽤例：平均就学年数 (府県平均と変動係数の推移)
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歴史研究と OCR（⽂字認識）技術
歴史研究

▶ 紙ベースの史料を⽂字データとして多かれ少なかれ電⼦化すること
が不可⽋

▶ 特に統計学を⽤いた計量分析には⼤量のデータが必要

現状：膨⼤な⼿間と⼈件費をかけた⼿⼊⼒

⼀⽅で、歴史史料の画像データの公開が進んできた

既存の OCRソフト
▶ ⽂章の認識精度は⾼いが、統計表は難しい
▶ OCRの結果から必要な箇所を取り出して、整形するのが⼿間
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ないなら⾃分で作ってしまおう

画像の必要な箇所を選択（Crop）して、それを OCRにかける
▶ リソース（通信量、処理能⼒）の節約
▶ 認識精度の向上
▶ 整形の⼿間が少なくなる

⼤量のデータを⼊⼒することに最適化された UI（操作⽅法）
▶ 競合アプリ 1：スマホカメラで撮影
▶ 競合アプリ 2：スクリーンショットを取得してから選択

誰にも真似できないデータの量と質によって、既存の研究の限界を乗り越
えることができる（かもしれない）
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Ocrop 歴史研究のための OCR補助アプリ

Ocrop（オクロップ）
▶ OCR + Crop

Google Cloud Vision API を使⽤
▶ Cropした画像を APIに渡す

選択、整形、貼付けの過程をシームレスに統合した UI
▶ 実際に⼊⼒作業をしてきた開発者のこだわり
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反響

研究室の同僚による試⽤の感想
▶ 縦書き・旧字体も認識できてすごい！
▶ 固有名詞（⼈名・地名・会社名）の⼊⼒は捗りそう！
▶ RAの時給が 1000円だとして、⽉額 500〜 1000円なら払う

『東京⼤学 150年史』編纂準備作業に採⽤
▶ 卒業⽣名簿の電⼦化に使⽤
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展望

IIIFビュワーへの組み込み
▶ IIIF（トリプルアイエフ）：画像資料公開のための国際規格
▶ 主要な IIIFビュワーではプラグインをサポート

OCR時の前処理のノウハウの蓄積
▶ どのように切り出すと認識精度が⾼いか
▶ ノイズ除去や鮮明化処理

機械学習による切り出し作業の⾃動化
▶ 表の罫線や余⽩を認識させる

より⼤量のデータをより短時間で電⼦化する
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まとめ

研究者は喉から⼿が出るほどデータが欲しい
▶ データの質は研究の質に直結する
▶ ⼊⼿・加⼯の苦労は厭わない

どんな形の公開でも研究者は使⽤する
▶ 検索できるだけでもありがたい
▶ 画像ならなおさら

▶ Ocropの試⽤者や共同開発者を探しています
▶ 全⽂検索できれば最⾼
▶ 欲を⾔えば TEIや IIIFへの対応を
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